
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

4,282 千円

4,319 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 1,851 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 2,431 千円

担当課 市民環境部環境保全課 課長 白石　勝己

担当者 野嶋　響太 問合せ先 0957-53-4111(内線143）

施策 2001 環境保全の推進
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 大村湾浮遊ゴミ・海岸漂着物等対策事業 拡充 予算額

事業期間 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

海岸漂着物処理推進法、長崎県補助金等交付規則、長崎県環境部関
係補助金等交付要綱、長崎県海岸漂着物等地域対策推進事業補助金
実施要綱
大村市生活環境推進事業費補助金交付要綱

　大村湾の海岸漂着物について、漁港においては船の出入りに支障が出たり、漂着物を原因とする悪臭が問題
となっていたため、本市の海岸線全体を漂流漂着ゴミ対策重点区域となるよう指定申請を行い、補助対象事業
として実施するようになった。
　また、大村湾における水質及び環境保全を図り、大村湾をきれいにすることを目的とした大村湾をきれいに
する会が昭和４７年に設置された。

【目的】
　管理する海岸の維持・大村湾の水質改善及び大村湾をきれいにする会・大村湾をきれいにする会大村支部の
活動を活性化することで、市民や事業者に大村湾の浄化について関心を持ってもらう。

【概要】
　大村湾をきれいにする会の運営負担や同会が実施する大村湾浮遊ゴミの回収・処理事業への負担及び同会大
村支部の清掃活動等への補助を行うことで会の活動の円滑な実施により大村湾の水質浄化を促進させる。

【対象】市民（漁業者及び近隣住民）
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【活動指標】

①

②

【成果指標】
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【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ４
(実績)

Ｒ５
(計画)

Ｒ６
(計画)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

海岸漂着物の回収回数 計画値 回 3 1 1 1 1

計画値

指標名 単位
Ｒ４
(実績)

Ｒ５
(計画)

Ｒ６
(計画)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

海岸漂着物の回収量 計画値 トン 5 10 10 10 10

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 合計
事業費 3,198 3,680 4,319 4,282 4,282 4,282 24,043

国庫支出金 0
県支出金 1,104 1,382 1,878 1,851 1,851 1,851 9,917
地方債 0
その他 594 594
一般財源 2,094 1,704 2,441 2,431 2,431 2,431 13,532
人件費 1,822 4,739 4,727 4,727 4,727 4,727 25,468
職員(人) 0.80人 0.65人 0.65人 0.65人 0.65人 0.65人 0.65人

時間外勤務(h) 2h 6h
会計年度任用職員(人) 0.00人
フルコスト 5,020 8,419 9,046 9,009 9,009 9,009 49,511

妥当性
(市の関与)

法令上、海岸漂着物は海岸管理者（県、市）が回収を行わなければならない。

有効性
(施策貢献度)

海岸漂着物の回収については、できるだけ速やかに対応することが海岸の臭気への対策及び
漁港の保全に寄与するため有効である。

効率性
(コスト)

長崎県海岸漂着物等地域対策推進事業補助金を活用して事業を行うことが、市の負担が少な
くなりコスト削減につながる。

1次評価 担当者意見のとおり

2次評価 １次評価のとおり


